2018年度子ども発達支援室事業報告 by 子ども発達支援室
1 . はじめに
子ども発達支援室の主たる業務は, 関係諸機関との連
携にもとづく地域支援である. 具体的に 2018 年度に実
施した業務はメンタルフレンド派遣事業, 特別支援ボラ
ンティア派遣事業の２つである. これらの派遣事業では,
多くの学生がボランティアとして, 適応指導教室や小学
校での支援に直接かかわっている. 関係諸機関と密に連
絡を取り合いながら, ボランティア学生に対する継続的
なサポートを行うことは, 派遣先の子どもたちへのより
細やかな支援となり, また学生自身のより深い学びの機
会に繋がる.
以下に, 2018 年度の各事業の内容, 及び課題につい
て報告する.
2 . メンタルフレンドの派遣
1996 年度から制度化された, 不登校等児童に対する
本学のメンタルフレンド派遣事業は, 2018 年度で 23 年
目を迎えた. 子ども発達支援室における派遣は, 2009
年度をもって家庭への個別派遣を終了し, 2010 年度よ
り地域の適応指導教室等における集団活動への派遣と一
本化された.
2018 年度の派遣先は, 引き続き依頼のあった, 武豊
町適応指導教室, 半田市適応指導教室の 2か所であった｡
2017 年度まで派遣を行ってきた本学付属高校では, 学
習室の利用人数の減少から部屋の閉鎖が検討され, 派遣
自体も保留となった. また美浜町適応指導教室について
も, 通室する子どもの減少から 2018 年度の派遣は行わ
れなかった.
ａ. 事業内容
最初に事業の方針を確認するため, ４月に各適応指導
教室の先生方, 各市町村教育委員会の指導主事の先生方
に本学までお越し頂き, 前年度の振り返りを行うととも
に, 2018 年度の派遣人数や活動内容の要望を伺い意見
交換を行った.
学生への募集は, 4 月に学内の掲示板や講義などを通
して呼びかけ, 5 月にはメンタルフレンド活動への理解
を深めてもらえるよう ｢登録前の事前研修会｣ を行った.
2018 年度は, これまで募集を行ってきた子ども発達学
部, 社会福祉学部に加え, スポーツ科学部の学生にも呼
びかけた.
事前研修会では, 2008 年度から各適応指導教室の先
生にお越し頂いており, 教室の雰囲気, 活動に求めるこ
とをお話してもらっている. 事前研修会に参加できない
学生には, 研究員が個別に説明を行った.
登録をした学生には, 研究員がまず個人面接を行い,
学生それぞれの個性を知るとともに, 活動可能な時間,
希望する活動形態などを確認した. 更に, YG性格検査
を実施し, より学生の個性を理解するよう努めた. これ
らの情報と, 派遣先の特徴や要望とのマッチングを行い,
派遣先を決定した. 前年度から活動を継続する学生は,
派遣先の子どもたちが通室を始める 5月から活動を行い,
2018 年度から新たに活動をする学生は, 派遣の配置が
決まり, 事前挨拶などの準備を終えた 9月以降に活動を
開始した.
2018年度の新たな試みは, 9月から講義内でボランティ
ア学生の ｢追加登録の募集｣ をし, 11 月から武豊町,
半田市の適応指導教室に追加の派遣をしたことである.
後期になり, 派遣先の子どもたちの個性や教室の雰囲気
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表 1 2018 年度メンタルフレンド派遣状況
派 遣 先 派遣人数
武豊町適応指導教室 (武豊町字砂川) 4 (男 1 女 3)
半田市適応指導教室 (半田市桐ヶ丘) 6 (男 1 女 5)
派遣学生合計 10
＊登録者数 26 名
が徐々に明らかになる中, 派遣先の先生方と相談しなが
ら, より必要と考えられるボランティア学生の個性, 人
数, 性別等を鑑み, 配置を決定した.
2018 年度の登録人数は, 合計 26 名 (男子学生 5名,
女子学生 21 名) であった. 派遣状況を表１に示す. 派
遣した学生は合計 10 名であり, 武豊町適応指導教室に
は 4 名 (継続 2 名, 新規１名, 追加１名), 半田市適応
指導教室には 6名 (継続 3名, 新規１名, 追加 2名) で
あった. それぞれの活動回数については表 2に示すとお
りである.
活動は基本的に毎週もしくは隔週のペースで, 同じ曜
日・時間帯に行った. 活動を開始した学生には, 活動日
ごとの報告書の作成, 更に定期的な (活動頻度にもよる
が月に一回程度) 個別のスーパービジョン (以下 SV)
を受けることを義務付けた. SVでは, 報告書をもとに
活動を振り返り, 学生が感じる疑問や不安, 気づきにつ
いて話し合い, 指導を行った. 2 月には, ｢活動報告会｣
を開催し, 活動する学生同士の体験からの学び合いを目
指した意見交換を行った.
また, 派遣先との連携を図るため, 必要に応じ電話連
絡を行い, 12 月から 1 月には, 教員および研究員が各
適応指導教室へ訪問し, 教室内の子どもたちの状況や学
生の活動の様子を, 現場の先生方からお聞きする機会も
設けた. 美浜町適応指導教室については, 学生の派遣は
なかったが, 年度末に訪問し, 町内の不登校生徒の状況
を伺い, 教室の先生方と今後の支援の仕方について話し
合いを行った.
ｂ. 振り返りと今後の課題
2018 年度も大変多くの学生がこの活動に興味を持ち
登録を行ったが, 派遣に繋がったのは半数以下の学生で
あった. 学生の講義等のスケジュールによるものが大き
いが, 派遣先が２か所に減ったことも影響している. 活
動のチャンスが得られなかった学生にも, 活動報告会の
参加を呼び掛けるなど学びの機会を提供した. 新たに募
集を行ったスポーツ科学部の学生は, 主に講義スケジュー
ルの都合で登録に至らなかったが, ｢被支援者に寄り添
い理解をし, 必要な支援を考える｣ という視点で活動に
興味を持ち, 数名の学生が個人面接まで受けた. 今後も
募集を行い, 様々な分野, 領域の学生が学び合える場を
目指したい.
メンタルフレンドの活動については, 派遣先の先生方
から概ね肯定的な評価を頂いた. 通室する子どもたちと
年齢が近く, 興味や関心事を通じてコミュニケーション
が取りやすいこと, また少し先を進む先輩モデルとして,
子どもたちの視野を広げるきっかけになれることを, 特
に有意義な存在と捉えて頂いているようである. 先生方
には, 学生の活動はもとより, それぞれの性格, 生活や
進路のことまで, 大変温かく見守って頂いている. 最初
は自信がなく言動に迷っている学生が徐々に自分らしい
活動ができるようになるのは, 肯定的で安心感のある場
を与えられていることが何より大きい.
学生たちは, 活動ごとの報告書をもとに, SVという
形で振り返りを行った. 研究員は, 通室する子どもたち
の言動を ｢関わりながら観察｣ すること, 心理的あるい
は生得的な背景を想像しながら理解を深めることを促し,
関わり方を学生と共に考えた.
適応指導教室では, 通室する子どもたち同士で心の痛
みを共有したり, 苦手なことを補い合ったりすることも
あれば, 逆に不器用さから対立したり, 敬遠したりする
こともあり, 様々な関係性や集団力動が発生する. 2018
年度は, 教室内で同性の子ども４～５人の ｢絆の強いグ
ループ｣ ができあがった. 悩みや過去の傷, また将来の
夢なども率直に語り合い, 自主的・相互的に内省を深め
合っていく過程があった. 学生はメンタルフレンドとし
て, 個々の語りに注意を向け, 更に関係性を理解しなが
ら, 集団が前向きに成長していくよう程良い距離感で見
守り, 時に声かけを行った. 同時に, 性別の違う子ども
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表 2 2018 年度メンタルフレンド活動回数
派遣先 活 動 回 数 (のべ)
4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計
武豊 0 2 1 3 0 4 5 9 12 9 8 2 55
半田 0 3 7 7 0 8 9 11 9 6 9 5 74
合計 0 5 8 10 0 12 14 20 21 15 17 7 129
たちにとっては, 異性グループに参加できず疎外感を与
えられる場面も発生した. そのような子どもたちにも,
その場の気持ちに寄り添いながら, 孤独を感じないよう,
ひとりひとりを大事に交流する役割も担った.
また, 別の場面では, 周囲の状況や相手の気持ちが読
み取れずマイペースに行動してしまう子どもに対し, 他
の子どもたちが怒りや苛立ちと感じてしまうことがあっ
たり, 子どもたちからそのようなネガティブな感情を溢
された時, メンタルフレンドとしてどちらかに加担して
しまうようで何も言えなくなり, 返答に悩むこともあっ
た. ＳＶでは, 子どもたち両者それぞれの個性や感じ方
について, 学生の理解が深まるように促し, 二者択一で
はない立ち位置, 共感の仕方を共に模索した. 学生は,
教室の先生方ともコミュニケーションを取りながら, 方
針を確認することで, 支援の役割分担も自然にできるよ
うになっていった.
2018 年度は, 新たな取り組みとして後期からの ｢追
加登録募集｣ を行い, 武豊町, 半田市それぞれの教室に
追加派遣を行った. 先に述べたような様々な状況を学生
の報告等から聞くなかで, 更なる人材の派遣により, メ
ンタルフレンドとして担える役割がまだあるのではない
か, と考えたためである. この取り組みは, 教室の先生
方から肯定的に受け止めて頂き, ニーズに合った支援に
近づくことができたと感じる. 今後も, 状況に応じて,
細やかな支援ができるように準備をしていきたい.
2018 年度の活動報告会では, メンタルフレンドとし
ての体験を, 飾らず, 真摯に振り返り, 自分の言葉で伝
えようとする学生の姿があった. 普段は個人的なＳＶの
みで, 活動する者同士で話し合う機会はなかなか持てず
におり, 通室する子どもたちについての情報や, 活動で
感じる悩みを共有する, 大変貴重な機会となった. また
教室の先生方の方針についても, ｢メンタルフレンドと
して自分たちはどう考えるか｣ を自発的に話し合う場面
も見られた. 学生の都合で, なかなか全員が集まる機会
を持つのは難しいが, 貴重な学びのチャンスとして, 今
後も企画していきたい.
最後に, 2018 年度, 派遣の行われなかった２か所の
教室の支援について考える. 本学付属高校については,
高校卒業の資格を得るための様々な選択肢が広がり, 学
習室を利用しながら通学する生徒が減ってきた時代的な
流れがある. 今後, また違った形でボランティア派遣の
要請があれば, できることを模索していきたい. 美浜町
適応指導教室については, 通室する子どもの人数が減少
し, 2014 年度から継続的な派遣がされていない. 子ど
もの定期的な通室が始まってからメンタルフレンドを派
遣するという, これまでの形式に捉われず, 家庭から教
室に子どもたちを繋いでいく過程に, メンタルフレンド
としてできる支援がないか, 教室の先生方とも話し合い
ながら, 支援の方法を柔軟に模索していく必要がある.
今後も, 学生の活動を通した間接的サポートという形
での地域支援と, 将来に向け切磋琢磨しているボランティ
ア学生の成長の両方を視野に, 研究員として関わってい
きたい.
3 . 特別支援教育ボランティアの派遣
本事業は, 何らかの配慮やサポートが必要な子どもの
いるクラスへ, 学生ボランティア, いわゆる特別支援
｢学生｣ 支援員を派遣するものである｡ 2008 年度から半
田市教育委員会との協議の上試行され, 2009 年度より
正式に開始されたものであり, 2018 年度で 10 年目を迎
えた｡ 2018 年度の派遣先は, 引き続き依頼のあった,
亀崎小学校, 雁宿小学校, 宮池小学校, 半田小学校の 4
校であった. これまでに半田市内の他の小学校から派遣
の要望はあるが, 特に学生の交通手段等の理由から４校
への派遣となっている.
ａ. 事業内容
最初に派遣先との事業方針を確認するため, 4 月に半
田市役所に教員, 研究員で訪問し, 教育委員会指導主事
との打合せをさせて頂いた. 更に, 各小学校の担当の先
生方に, 派遣人数や活動内容などの要望を電話で伺い,
本事業の目的, また配慮をお願いしたい点について改め
て確認をした.
学生への募集は, メンタルフレンドと同様, 4 月に学
内の掲示板や講義を通して行い, 5 月には, 活動への理
解を深めてもらえるよう ｢登録前のガイダンス研修会｣
を開催した. 特別支援教育ボランティアの募集について
も, 子ども発達学部, 社会福祉学部に加え, スポーツ科
学部の学生にも呼びかけた, 事前研修会に参加できない
学生には, 研究員が個別に説明を行った.
登録をした学生には, 研究員がまず個人面接を行い,
学生それぞれの個性を知るとともに, 将来目指したい職
業や領域なども聞くよう努めた. また活動可能な時間,
希望する活動形態などを確認し, 派遣先の特徴や要望と
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のマッチングを行い, 配置を決定した.
前年度から活動を継続する学生は, 派遣先との打合せ
を終えた 4 月の後半から 5 月にかけて活動を開始し,
2018 年度から新たに活動をする学生は, 派遣の配置が
決まり, 事前挨拶などの準備を終えた 9月以降に活動を
開始した.
特別支援教育ボランティアについては, 9 月の追加募
集を行わなかったが, メンタルフレンドの個別説明を受
けた学生の中には, 研究員との話し合いの過程で, 将来
の目標を見据え, より本事業の方に興味を持ち, 新たに
登録を行った者もいた.
2018 年度の登録人数は, 合計 20 名 (男子学生 2名,
女子学生 18 名) であった. 学生の講義等スケジュール
を検討した結果, 派遣に繋がったのは 14名 (継続 10名,
新規 4名) であった. 派遣状況の詳細は表 3に示すとお
りである.
活動は基本的に, 同じ曜日・時間帯に毎週もしくは隔
週のペースで行った. 活動を開始した学生には, メンタ
ルフレンドと同様, 活動ごとの報告書の提出と, 定期的
な SV (活動頻度にもよるが月に１回程度) を義務付け,
学生の活動状況の把握やサポートを行った. また, 2 月
には ｢活動報告会｣ を行い, 活動を行う学生同士の交流
を目的に, 支援の必要な子どもに対する理解を深めたり,
学生の不安や疑問を話し合ったりする場を設けた.
また, 研究員が後期に１回, 各小学校を訪問し, 学生
の活動の様子, 対象となる子どもの様子を伺い, 問題点
や改善点についてご相談させて頂いた.
ｂ. 振り返りと今後の課題
特別支援教育ボランティアの活動に興味を持つ学生は,
将来, 小学校や中学校の教員また特別支援に関わる職業
を志望する者が多い. しかし本事業の目的は, 教育実習
やインターンシップのように, 教員養成のための過程に
あるものではない. 子どもひとりひとりと信頼関係を築
きながら, 特性や個性を理解し, どのような配慮や工夫
が必要であるかを考え, 気持ちに寄り添い働きかける,
地域支援にある. そのため, 活動する学生の中には, 心
理や福祉の領域で社会貢献を目指す学生も多い. 昨今,
学校現場には様々な形の支援員が学校や子どもたちに関
わっており, このような目的が分かりにくくなることが
ある. また, 学校の組織は年度ごとに異動があり, 担当
や担任の先生方が代わられるということもあるため, 年
度初めには必ず, このような事業の目的, 学生の役割を,
教育委員会, 各小学校にお伝えし確認を行っている. 現
場の先生方にも周知して頂けるよう, 説明の用紙も配布
させてもらっている. 2018 年度も, 特に配慮をお願い
したのは以下の 3点についてである.
① 派遣学生の配置について
特別支援教育ボランティアとして, 子どもへの理解
を深めていくには, 継続的な関わりが望まれるため,
できるだけ同じクラス同じ児童を担当できるように
して頂く.
② 担任の先生に学生が質問する時間の確保
子どもやクラスの普段の様子が分からず, 理解や判
断に迷うことがある. 担任の先生にお尋ねしたいが,
その時間がなかなか取れない現状がある. その日の
うちに質問できなかった時は, 後日改めて先生のご
都合を伺い, ご相談できるような時間を頂きたい.
③ 担任の先生が不在の時の活動について
特別支援教育ボランティアは, 教員養成のための教
育実習やインターンシップとは異なる目的の活動で
ある. そのため, 先生が不在時に長時間クラスを任
されるような場面は, 学生が責任を負いきれない可
能性がある. 子どもの安全も考え, 必ず先生の監督
の元で活動が行えるようにして頂く.
2018 年度も, 学生の活動に対し, 概ね肯定的な評価
を頂いた. 各小学校での配置は, 特別支援クラスが多かっ
たが, １校において通常クラスでも活動を行った. 学生
たちは, 活動ごとの報告書をもとに SVという形で振り
返りを行った. 小学校での活動は, 学校という大きな組
織の中で, 子どもの理解だけではなく, クラス全体のこ
とや, 交流学級先での様子, 担当教員の方針, 学校の文
化など, 様々な情報を整理しながら支援の形を探してい
く必要がある. 研究員は, このような子どもの置かれて
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表 3 2018 年度特別支援教育ボランティア派遣状況
派 遣 先 派 遣 人 数 (名)
亀崎小学校 4 (男 1 女 3)
雁宿小学校 3 (女 3)
半田小学校 3 (女 3)
宮池小学校 4 (男 1 女 3)
派遣学生合計 14 (男 2 女 12)
＊登録者数 20 名
いる環境についても学生と共に整理することで, 学生が
子どもたちの理解を出来るだけシンプルに深められるよ
う促していった.
支援や配慮を必要とする子どもの中には, 自分自身で
もコントロールできない行動に走ったり, 感情を表現し
たりすることがある. そのような際に, 特に活動に慣れ
ていない学生は, 上手く収められなかった自分自身を責
め, 自信を失うことがあった. また, 担当教員の期待を
感じ, それに応えられなかったことに無力感を覚えたり,
教員から責められているように感じたりする場合もある.
SVでは, 学生の心に生じた率直な気持ちを扱いながら,
それが子ども自身の感じている気持ちに近いものでもあ
ることを想像し, 行動の背景を考え, 対応を共に模索し
た. 学生が不全感に押しつぶされないようサポートしな
がら, 何よりまずは継続的に関わってみることを伝えた.
子どもとの信頼関係を築き, 徐々に理解が深まってい
くと, 学生たちは自分なりに試行錯誤をし, 教え方や導
き方を模索できるようになっていったようである.
ボランティア学生の役割の中で, 特別支援クラスの子
どもたちが, 交流学級として通常クラスの授業に参加す
る際の付き添いが求められることがある. 2018 年度も
そのような役割を担うことが多かった. 子どもたちは,
難しい授業や人間関係の中で孤独感や戸惑いを感じたり,
苦手な状況から逃げ出したい気持ちを訴えたりすること
があった. ボランティア学生はそのような子どもたちの
気持ちの揺れを敏感に感じ取り, 声をかけながら, 手伝
いをしたり, 付き合ったり, 時には通常クラスの子ども
たちの間を取り持つこともあった. また, 交流学級の行
き帰りに, 子どもたちが本音や弱音を漏らし, 話を聞く
機会もあった. 担任の先生方からは, 普段, 付き添いた
くても人出が足りていないため, 学生の有意義な関わり
の一つと捉えて頂いている. 子どもたちが不安を抱えな
がらも挑戦する場面であり, 今後も, 大事な役割として
対応していきたい.
2018 年度 2 月の活動報告会では, それぞれの活動を
自分たちの言葉で振り返った. 活動を始めた頃は, 自信
がなく身動きが取れなかったが, 徐々に子どもたちに愛
着が湧くようになり, 成長を感じ, 心から喜べるように
なってきた変化が話された. ｢子どもたちがとにかく可
愛い｣ と, 対応に困らされていた当初と比べると, 気持
ちに余裕が生まれている学生が多かった印象である. 交
流学級への付き添い等については, 各校で同じような感
情の体験があり, また逆に, 先生方の対応や工夫の仕方
は, 各校様々で, それぞれ独創的な取り組みがあり, 比
較し学び合う機会ともなった.
学生によっては, 運動会や卒業式等の学校行事に声
をかけられ, 活動曜日以外にも熱心に出向く者もいたが,
一方で, どうしても活動頻度が少なくなってしまう学生
がいた. 学校側からも指摘のあった点である. ボランティ
ア学生に対する期待も学校によって様々であり, 研究員
として派遣先を決定する際には十分に考えていきたい.
また, 大学生という立場のまま, 社会的・福祉的に活躍
できる場は大変多くなっており, 活動をいくつも同時に
行う学生もいる. 熱意のある学生ほど, 意欲が先走り,
多くを抱え, どれもが中途半端な活動になってしまうこ
ともあり得る. 研究員として, 学生の時間配分, エネル
ギー配分についても考えさせながら, 社会的な場面とし
て, 責任を担っている意識を持つよう改めて注意してい
きたい.
また, 活動をしたくても, 交通費の負担が大きいこと
から, 毎週の活動を隔週に減らして行う学生や, 活動自
体を断念する学生もいた｡ 交通費の負担が大きいという
問題は, 複数の学生から訴えがあり. ボランティアとい
う枠組みを事業としてどう捉えていくのか, 引き続き検
討し, 学生がより学びを得られるよう提案をしていきた
い.
今後も, 志のある学生が実践的な体験を前向きに生
かしていけるよう, 活動をフォローしつつ, 子どもたち
や学校への間接的な支援を行っていきたい. お忙しい中,
学生の活動に心を配り対応してくださっている, 各小学
校の先生方へあらためて感謝しつつ, 今後も誠意ある指
導を心がけたい.
〈2018 年度 子ども発達支援室構成員〉
子ども発達支援室長 瀬地山葉矢 (子ども発達学部)
運営委員 堀 美和子 (子ども発達学部)
堀場 純矢 (社会福祉学部)
野村あすか (社会福祉学部)
研究員 伊藤奈津子
新美 都子
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